
東北大学（青葉山１）電子・応物系校舎周辺雨水排水管等復旧工事 【整備概要】

整備範囲 ： 電子・応物系校舎周辺
整備面積 ： 約１２０㎡

【工事概要】
工事場所：宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉６－６

（東北大学青葉山１団地内）

工 期：平成３０年６月～平成３０年１０月

工事内容
雨水排水管撤去・復旧：約６６ｍ
雨水桝撤去・復旧：６か所
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去・復旧：約１２０㎡

案内図 S=Non Scale

配置図 S=Non Scale:本工事範囲［電子・応物系校舎周辺］
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※桝天端高さは設計GL(Z0±0)からの高低を示す。

管底高さは設計GL(Z0±0)からのレベルを示す。

設計GL(Z0)=150.7とする。
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